SSB位相ノイズ測定U3700用ソフトウェア・マニュアル

Ver3.0: 2007/04/01

（株）アドバンテスト

概要

SSB位相ノイズ測定ソフトは、弊社製品R3132/62, R3267/73等のサンプル・ソフトウェアとして提供してまいりましたが、新たにU3700シリーズ (U3741,3751,3771,3772)を接続可能な機種し、U3700シリーズのサンプル・ソフトウェアとして追加致しました。

変更点：


1． U3700シリーズに接続できます（ただし、GPIB接続のみです）。（＊注１）

2． 測定周波数の下限は1kHzとなります（OPT70未搭載は10kHz）。（＊注２）

3． 従来製品対応の外部ミキサー測定機能はU3700では対象外となります。

4． Microsoft EXCEL ファイルのみの提供となります。（＊注３）

＊注１）従来製品にも接続可能ですが下限測定周波数にリミットがかかります。

＊注2）ソフトウェアは下記の2種類があります。それぞれOption70の有無により使い分けて下さい。RBWの設定範囲に違いがあるため、最低測定周波数に違いがあります。（HCN版でも、10kHzまでなら、Option70なしの機種でも使用可能です）

　　　　　　　　Option70 (High-CN)搭載用：
PhaseNoise-FusHCN.xls
    　　　　　　Option70未搭載用：

PhaseNoise-FusNRM.xls
＊注３）パソコンの種類によっては、DLLが不足でエラーを発生することがあります。この場合は、従来のSSB位相ノイズ測定ソフトのインストール版を用いて、一度そのソフトウェアをインストールしてください。その後、本EXCELファイルを起動させて下さい。（従来のSSB位相ノイズ測定ソフトがない場合は、弊社営業にご連絡下さい）

起動
1． PhaseNoise-FusHCN.xlsを起動させ、SSB位相ノイズ測定シートを開きます。

（マクロについて問い合わせが表示されますので、“マクロを有効”にして下さい）

２．[Gpib Address]枠内にSPAのGPIBアドレスを入力、または確認します。

なお、GPIBはＮＩ社製またはその互換モードがあるGPIBカードに限ります。

３．[Carrier Frequency]枠内に測定したい周波数を入力、または確認します。

４．SPAの入力に測定したい信号をつなぎ、シートの[Phase Noise Measurement]ボタンを押しますと、測定を開始します。
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PhaseNoise-FusHCN.xlsの例

各機能説明






1. キャリアー周波数設定

ここに、キャリアー周波数を入力します。

使用できる単位は、G(109), M(106), K(103)です。(Ｋは大文字にしてください)

2. キャリアーレベル出力エリア

測定すると、ここにキャリアーレベルが出力されます。

測定できるキャリアーレベル範囲は+20dBm～-50dBmまでです。

3. 測定開始ボタン

このボタンを押すと測定開始します。測定開始するとグラフがクリアされ、測定結果のグラフが出力されると、測定終了です。

4. 再測定ボタン、再測定範囲指定ボックス

あるオフセット周波数範囲のみ再測定したいときに使用します。

まず、再測定したい範囲をボックスの中で選び、[ReMeas]ボタンを押すと、その範囲のみ再測定します。

5. リファレンスレベル設定ボックス

PC上に表示されるグラフの縦軸範囲を設定します

6. スタートオフセット周波数設定ボックス

オフセット周波数の下限値を設定します。

7. ストップオフセット周波数設定ボックス

オフセット周波数の上限値を設定します。

8. Signal Trackモード On/Off

VCOをフリーランのまま測定したいときに使用します。

Signal Trackモードでは、キャリアー周波数に追従しながら測定します。ただし、そのぶん測定時間が余分にかかります。

チェックマークが付いている状態で、Signal TrackモードONです。

9. PBWモード

チェックマークが付いていない状態(PBW Offモード)では、dBmからdBc/Hzの変換式はRBWが理想的なガウシアンフィルターとして計算しています。SPAのRBWは理想的なガウシアンフィルターと若干ずれているため、±0.5dB程度の誤差が生じます。

チェックマークが付いている状態(PBW Onモード)では、SPAのCALを実行したときに行うPBWデータを使用してdBmからdBc/Hzの変換を行うため、上記の誤差が無くなります。PBWモードにするときは、必ず10番のCALを実行してください。

10. CALボタン

SPAの入力とCAL出力をケーブルで接続し、このボタンを押すと、PBW補正値を取得します。PBWモードに入る前に必ずこのボタンを押してください。

このボタンを押すとSPAがCALを実行したときのPBWデータをパソコンに転送します。ただし、SPAのCALを実行してから、このボタンを押さないと正しいPBWデータは取得できません。

11. Trace Data Move

トレースデータを保存したり消去するときに使います。

トレースデータは全部で8つありそれぞれ以下のようになっています。

Trace A (青) : 測定結果の生データ

Trace B (ピンク) : スムージングデータ

Trace 1 (緑), Trace 2 (赤) : 画面表示、保存用データ

Trace 3, 4, 5, 6, 7 : 画面非表示、保存用データ

Clear : トレースデータクリア用

トレースデータの移動は以下のようにします。

ex1. Trace Bのデータを Trace 1に移動する。


from Trace B  to Trace 1  [Excecute]

   ex2. Trace 1のデータを消去する。


from Clear  to Trace 1  [Excecute]

12. TraceB – Trace1 -> Trace2

各ポイント毎における、TraceBとTrace1の電力の引き算をし、結果をTrace2に保存します。詳しい使用方法は別項参照(P-6)

13. Smoothing

Trace Aデータに対し、周波数軸上、全データの1, 2, 4, 8%のデータを使い電力平均を計算しTrace Bに転送します。NoneはSmoothingを実行しません。

Smoothingは、測定終了後自動的に実行されます。また、Executeボタンを押しても実行されます。

14. マーカ

特定ポイントのデータを調べたいときに使用します。

調べたいオフセット周波数を、Frequencyの下のグレーのエリアに入力します。

測定終了後自動的に更新され、グラフの水色のマーカが移動します。

また、Executeボタンを押しても再測定しないでマーカのレベルを調べることが出来ます。

15. RMS 位相ジッタ

RMS位相ジッタを計算して出力します。

Upper Limit, Lower Limitの右側のグレーのエリアに、計算したいOffset周波数範囲を入力します。計算は周波数範囲から4, 16, 64, 256, 1024ポイントのデータを抽出してそれらを直線補間し面積の合計値を計算します。ポイント数が多いほど計算精度は上がりますが、計算時間が増えます。

計算結果は、Δθrms (単位は ラジアンと度)、EVM(変調精度、単位は%、EVM ≒100 x Δθrms)、キャリア対総ノイズレベル比(単位はdB)が下に表示されます。

16. SPAのGPIBアドレスをここに入力してください。

12項の詳細： 

TraceB – Trace1 -> Trace2 ノイズ演算機能の使用方法

この機能は、測定系の位相ノイズを演算によりキャンセルすることで、ダイナミックレンジを約6dB上げる事が出来ます。

原理

２つの異なる成分からなるランダムノイズの電力は加減算することができます。つまり、測定結果のノイズをPtotal、測定系のノイズをPmeas、被測定物のノイズをPdutとすると、Ptotal = Pdut + Pmeasの式が成り立つことを利用しています。(ただし、演算はすべて電力次元で計算)

通常の測定では、被測定物のノイズは測定系に対して十分に大きく、Pdut ≫ Pmeasなので 測定結果は被測定物のノイズと考えても誤差はそれほど大きくなりません（Pdut ≒ Ptotal）。しかし、被測定物と測定系の誤差が近いとき(Pdut Pmeas)は、誤差が大きくなります。このことから、あらかじめ、高純度のSGを用意しPmeasを測定し、被測定物からPtotalを測定し、Pdut = Ptotal – Pmeasで、Pdutを計算します。

計算式
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Trace2(f), TraceB(f), Trace1(f) : オフセット周波数fのときのC/Nデータ



単位は[dBc/Hz]
ただし、TraceB(f)-Trac1(f)が1dB未満のときは、
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です。これは、理論的にはTraceB(f) > Trace1(f)になるはずですが、測定のバラツキによりそうならないとき、計算値できないか、非常に小さくなってしまうのを防ぐため、差が1dB未満のときは全て1dBとして計算しています。これにより最大の補正範囲が約6dBになります。

セットアップ








1. まず、①のように高純度SGを用意し、DUTと同じ周波数、出力レベルに設定し位相ノイズを測定します。

2. 次に、このトレースデータをTrace1に移動します。

Trace Data Moveで、From TraceB to Trace1を実行します。

3. 次に②のようにDUTを接続し位相ノイズを測定します。

4. 最後にTraceB – Trace1 -> Trace2ボタンを押すと、スペアナの位相ノイズ分をキャンセルした結果が赤線のTrace2に表示されます。（下図）








参考

1. 測定結果をコピーする方法

測定結果のグラフをコピーし、他のエクセルシートやワードに貼り付けるには、通常のコピー、ペーストで可能ですが、そのまま貼り付けてしまうと非常に大きなファイルサイズになってしまうことがあるので、次のような方法をお勧めします。

1. グラフを選択し、コピーを選びます。

2. 貼り付けたいアプリケーションで [編集] -> [形式を選択して張り付け] を選びます。

3. 図(ｴﾝﾊﾝｽﾄ ﾒﾀﾌｧｲﾙ)を選択して[OK]を押します。

測定開始ボタン





周波数を変えるときは


ここを書き換える





Offset周波数範囲の設定





マーカ周波数を変えるときはここを書き換える
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GPIBのアドレスを


ここに入力します
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DUT





高純度SG





PC





SPA
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①





Ptotal : DUTと測定系のトータルノイズ





Pmeas :測定系のノイズ





Pdut : DUTのノイズ
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